
Title 石沢麻依『貝に続く場所にて』論 : (無)関係性の把
握と「遠近法」の回復

Author(s) 宇草, 和弥

Citation 阪大近代文学研究. 2024, 22, p. 80-95

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/95296

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



阪大近代文学研究 22（2024.３） 

石
沢
麻
依
『
貝
に
続
く
場
所
に
て
』
論 

―
(

無)

関
係
性
の
把
握
と
「
遠
近
法
」
の
回
復―

 宇
草 

和
弥  

は
じ
め
に 

 

『
貝
に
続
く
場
所
に
て
』
は
、
第
六
四
回
群
像
新
人
文
学
賞
受
賞
作

品
と
し
て
雑
誌
『
群
像
』
二
〇
二
一
年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
、
第
一

六
五
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
、
石
沢
麻
依
の
デ
ビ
ュ
ー
作
で
あ
る
。

本
作
で
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
九
年
後
、
コ
ロ
ナ
禍
が
一
時
的
に
緩

ま
っ
た
ド
イ
ツ
の
街
・
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
を
舞
台
と
し
、
震
災
経
験

者
で
あ
る
語
り
手
の
「
私
」
と
、
震
災
で
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た

男
、
野
宮
と
の
応
対
を
軸
と
し
て
、
災
害
や
死
の
記
憶
と
の
応
対
に

関
す
る
回
想
・
思
索
が
展
開
さ
れ
る
。 

本
作
の
特
徴
は
、
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
喪
の
可
能
性
を
求
め

る
内
容
と
、
イ
メ
ー
ジ
を
重
層
さ
せ
る
形
式
に
見
出
さ
れ
て
い
る
。 

主
題
に
関
し
て
は
、「
直
接
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
、
直
接
的
な
経

験
を
ど
う
描
く
か
」（
１
）
、「
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
・
ギ
ル
ト
（
生
き
残
っ
た

者
の
罪
悪
感
）
を
抱
え
つ
づ
け
る
こ
と
の
意
味
を
、
こ
う
し
た
意
表

を
突
く
設
定
で
描
き
き
っ
た
」（
２
）

な
ど
、
群
像
新
人
賞
・
芥
川
賞
の

選
評
を
通
じ
て
、
死
者
・
行
方
不
明
者
に
対
す
る
罪
悪
感
や
喪
の
作

業
と
い
っ
た
要
素
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
後
く
ど
う
れ
い
ん
「
氷
柱
の

声
」（
３
）

の
主
題
に
通
底
す
る
、
震
災
に
お
い
て
「
美
談
の
当
事
者
」

に
な
れ
な
い
「
私
」
と
い
う
視
角
が
提
示
さ
れ
た
（
４
）
。
震
災
を
軸
と

し
た
非
当
事
者
文
学
と
し
て
、
本
作
は
理
解
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 

文
学
的
技
巧
の
面
か
ら
は
、
夏
目
漱
石
や
寺
田
寅
彦
（
作
品
）、

種
々
の
西
洋
絵
画
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
の
導
入
、
ま
た
表
象
・
記
号

の
多
層
的
連
結
と
い
っ
た
、
イ
メ
ー
ジ
の
重
層
性
が
多
く
指
摘
さ
れ

て
い
る
。「
図
を
読
み
解
く
楽
し
さ
は
あ
る
が
そ
れ
は
広
げ
た
大
風

呂
敷
に
比
し
て
割
に
遊
戯
的
で
、
小
技
に
耽
っ
て
本
来
の
乗
り
を
見

失
っ
た
音
楽
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
」（
５
）
、「
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
の
コ
ト

バ
を
極
力
排
し
、
メ
タ
フ
ァ
ー
を
自
由
連
想
的
に
展
開
し
、
無
意
識

か
ら
コ
ト
バ
が
立
ち
上
が
る
そ
の
現
場
に
い
よ
う
と
す
る
」（
６
）
と
賛

否
両
論
あ
る
が
、
内
容
も
含
め
た
全
体
と
し
て
は
「
完
成
度
の
高
い

作
品
」（
７
）

と
評
価
さ
れ
た
と
い
え
る
。 

石
沢
自
身
、
非
当
事
者
性
や
、
イ
メ
ー
ジ
の
多
層
性
へ
の
こ
だ
わ

り
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。 

 

私
は
い
ち
お
う
被
災
地
と
呼
ば
れ
る
地
域
に
い
ま
し
た
が
、

津
波
や
原
発
に
よ
っ
て
場
所
を
奪
わ
れ
た
人
間
で
は
な
い
。
そ

う
で
あ
る
以
上
、
私
が
そ
う
し
た
場
所
を
舞
台
に
し
た
小
説
を
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書
く
こ
と
は
で
き
な
い
。（
８
） 

 

ウ
ル
ス
ラ
［
登
場
人
物
名
：
筆
者
註
］
だ
け
で
な
く
、
他
の

ド
イ
ツ
人
女
性
に
も
聖
女
の
名
前
を
与
え
、
そ
の
持
物
を
記
憶

と
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
を
読
ん
で
、
人
物
が
薄
っ

ぺ
ら
い
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
意
図
的
な
も

の
で
す
。
現
代
を
生
き
る
人
物
に
人
間
的
な
厚
み
を
も
た
せ
す

ぎ
る
と
、
絵
画
の
聖
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
薄
れ
て
、
現
在
と
過
去

と
い
う
二
重
性
の
距
離
に
偏
り
が
出
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。（
９
） 

 

非
当
事
者
性
や
表
象
・
記
号
の
重
層
と
い
っ
た
特
質
が
、
著
者
に

と
っ
て
自
覚
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

研
究
と
し
て
は
、
本
作
を
多
角
的
に
整
理
し
つ
つ
、
高
等
学
校
国

語
科
教
材
と
し
て
の
可
能
性
を
論
じ
た
髙
橋
正
人
（
二
〇
二
二
・
三
）

（
１
０
）

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
本
作
は
「
詩
的
表
現
に
満
ち
た
東
日
本

大
震
災
を
め
ぐ
る
記
憶
と
距
離
の
〈
回
復
〉
の
物
語
で
あ
る
と
と
も

に
、
地
上
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
死
者
に
対
す
る
〈
喪
〉
と
失
わ
れ
た

人
を
求
め
て
彷
徨
う
魂
の
再
生
へ
の
一
歩
を
記
す
〈
巡
礼
の
旅
〉
の

物
語
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
テ
ク
ス
ト
上
で
提
示
さ
れ
る
表
象
や
西

洋
絵
画
の
モ
チ
ー
フ
が
整
理
さ
れ
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
本
作
は
東
日
本
大
震
災
と
喪
の
作
業
／
非
当
事

者
性
と
い
う
主
題
、
表
象
・
記
号
の
重
層
性
、
西
洋
美
術
史
の
知
識

の
導
入
と
い
っ
た
特
徴
が
指
摘
さ
れ
、
高
い
技
巧
に
よ
り
構
築
さ
れ

た
文
学
作
品
と
し
て
、
概
ね
評
価
が
固
ま
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
物
語
の
出
発
点
に
置
か
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
に

関
し
て
は
、
確
認
し
た
限
り
、
充
分
な
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
（
１

１
）
。 震

災
の
被
災
者
で
あ
る
語
り
手
に
よ
り
、
テ
ク
ス
ト
の
大
部
分
は

震
災
や
野
宮
に
関
す
る
内
容
で
占
め
ら
れ
る
が
、
応
対
の
対
象
と
な

る
死
の
記
憶
は
震
災
に
関
わ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。

「
私
」
の
友
人
で
あ
る
ア
ガ
ー
タ
、
元
教
師
の
ウ
ル
ス
ラ
を
介
し
た

知
人
の
ル
チ
ア
や
バ
ル
バ
ラ
、
そ
の
子
ア
グ
ネ
ス
と
い
っ
た
人
々
も
、

近
し
い
人
の
死
に
折
り
合
い
を
つ
け
ら
れ
ず
に
い
る
（
ら
し
い
）
存

在
と
さ
れ
る
。
髙
橋
が
指
摘
す
る
通
り
、
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
喪

の
作
業
一
般
の
可
能
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
物
語
の
時
間

が
二
〇
二
〇
年
夏
と
指
定
さ
れ
る
と
き
、
喪
を
困
難
と
す
る
状
況
や

心
性
の
分
析
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
条
件
の
分
析
と
切
離
し
難
い
。 

ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
の
重
層
が
大
き
な
評
価
軸
と
な
る
一
方
、
そ
の

重
層
性
の
具
体
的
な
様
相
や
効
果
は
未
だ
充
分
に
分
析
さ
れ
て
い

な
い
。
表
象
・
記
号
の
連
接
す
る
構
造
を
分
析
し
、
テ
ク
ス
ト
の
提

出
す
る
問
題
を
具
体
的
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。 

以
上
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
テ
ク
ス
ト
に
点

在
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
表
象
を
取
り
上
げ
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
条
件
が

死
者
の
登
場
人
物
の
行
動
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る

（
一
）。
次
い
で
、
批
評
に
お
け
る
非
当
事
者
性
の
問
題
を
引
き
継
ぎ
、

記
号
・
表
象
の
分
析
を
通
じ
て
死
者―

生
者
間
の
「
断
絶
」
が
隠
蔽

さ
れ
る
構
造
を
示
し
（
二
）、「
断
絶
」
や
そ
の
認
識
の
困
難
が
「
私
」

の
み
な
ら
ず
広
く
《
遺
族
》
の
問
題
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
を
示

す
（
三
）。
こ
の
上
で
、
土
地
と
人
間
身
体
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
分
析
を

通
じ
た
「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
概
念
の
整
理
を
行
い
、
本
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
提
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示
さ
れ
る
、「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
を
媒
介
と
し
た
「
断
絶
」
の
認
識
可
能
性
に

つ
い
て
論
じ
る
（
四
）。
最
後
に
、
本
稿
の
議
論
を
纏
め
た
後
、
本
テ

ク
ス
ト
に
お
け
る
表
象
・
記
号
の
運
動
が
「
断
絶
」
を
隠
蔽
す
る
方

法
と
し
て
立
ち
現
れ
る
危
険
性
に
つ
い
て
論
じ
る
（
お
わ
り
に
）。 

 
一
．
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
条
件 

 

「
私
」
が
震
災
で
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
は
ず
の
野
宮
と
再
会
す

る
物
語
冒
頭
部
は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
初
め
に
設
定
さ
れ
る
。
本
節

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
そ
れ
に
関
わ
る
表
象
が
、
物
語
の
進
行
や
人
物

に
与
え
る
影
響
を
分
析
す
る
。 

テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
人
々
の
心
性
が
よ
く

見
え
る
の
は
、
ア
グ
ネ
ス
に
関
す
る
小
話
で
あ
る
。
神
経
質
な
ア
グ

ネ
ス
は
「
確
実
な
安
全
性
の
あ
る
距
離
感
」
を
疑
い
、
ま
た
喘
息
の

発
作
の
度
に
「
冷
た
く
尖
っ
た
眼
差
し
を
向
け
ら
れ
」
た
こ
と
か
ら
、

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
越
し
」
で
の
み
「
友
人
と

安
心
し
て
お
喋
り
が
で
き
る
」
よ
う
に
な
る
。 

二
〇
年
の
「
３
月
２
２
日
に
発
出
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
独
全
土
で
出
さ
れ
た
州
政
令
は
、
公
共
空
間
に
お
け
る
１
．
５
ｍ

の
距
離
確
保
の
徹
底
」
を
課
し
て
い
た
（
１
２
）
。
外
出
禁
止
や
制
限
は

四
月
中
旬
以
降
段
階
的
に
緩
和
さ
れ
て
い
た
が
、
テ
ク
ス
ト
で
は

「
先
日
集
団
感
染
」
が
あ
る
よ
う
に
、
状
況
は
流
動
的
と
さ
れ
る
。

ア
グ
ネ
ス
自
身
や
彼
女
を
忌
避
す
る
人
間
は
、
飛
沫
に
よ
る
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
を
未
だ
恐
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
人
間
を
潜
在
的
な
保
菌

者
と
見
な
し
、
発
散
さ
れ
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
、
病
を
潜
在
さ
せ
る
も

の
と
捉
え
る
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
認
識
は
、
震
災
や
野
宮
の
記
憶
を
処
理
で
き
な
い
「
私
」
の

行
動
に
も
窺
え
る
。
死
や
震
災
の
記
憶
を
忌
避
す
る
彼
女
の
心
情
は
、

ま
さ
に
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
知
覚
の
忌
避
と
い
う
表
現
を
取
る
。 

 

バ
ス
が
去
っ
た
後
、
私
は
息
苦
し
さ
を
覚
え
、
深
く
呼
吸
を

繰
り
返
し
た
。
野
宮
と
会
っ
て
か
ら
、
鼻
を
使
わ
ず
に
常
に
口

で
呼
吸
を
し
て
お
り
、
非
常
に
不
自
然
な
リ
ズ
ム
を
身
体
に
押

し
つ
け
て
い
た
の
だ
。
私
は
野
宮
か
ら
嗅
覚
の
情
報
を
遮
断
し

よ
う
と
し
て
い
た
。
彼
か
ら
潮
の
匂
い
、
さ
ら
に
は
死
の
絡
み

つ
く
匂
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
ず
っ
と
恐
れ
て
い
た
。 

 「
私
」
は
野
宮
と
マ
ス
ク
な
し
で
会
話
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
以
降
、
彼
の
匂
い
を
忌
避
す
る
。
彼
女
は
匂
い
に
潜
在
す
る
忌

ま
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
を
避
け
る
よ
う
に
震
災
・
死
の

記
憶
を
避
け
る
（
１
３
）
。
彼
女
の
心
情
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
人
々

の
心
性
と
並
行
関
係
に
あ
る
。 

記
憶
の
抑
圧
も
、
感
染
を
避
け
る
様
式
を
利
用
し
て
遂
行
さ
れ
る
。

「
私
」
の
友
人
、
晶
紀
子
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
の
「
閉
塞
的
な
状

況
」
は
「
記
憶
と
直
接
向
き
合
わ
な
い
」
こ
と
を
容
易
に
す
る
。
そ

の
理
路
は
、
ア
グ
ネ
ス
の
小
話
が
示
す
「
安
全
性
の
あ
る
距
離
」
の

問
題
に
見
出
さ
れ
よ
う
。
密
接
が
危
険
と
さ
れ
、
移
動
が
制
限
さ
れ

る
状
況
が
、
死
の
記
憶
や
そ
れ
を
喚
起
す
る
人
間
に
「
今
の
状
況
下

で
は
会
い
に
行
け
な
い
、
と
い
う
正
論
」
を
持
ち
出
し
、
思
考
・
行

動
を
留
保
さ
せ
る
。
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
生
活
様
式
・
行
動
倫
理
が
、
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記
憶
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
も
適
用
さ
れ
る
。 

こ
の
状
況
を
象
徴
的
に
示
す
の
が
、
テ
ク
ス
ト
冒
頭
、「
私
」
が
野

宮
と
再
会
す
る
場
面
で
あ
る
。
二
人
の
会
話
は
不
全
か
ら
始
ま
る
が
、

最
初
に
そ
の
条
件
の
一
つ
と
な
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活

様
式
を
象
徴
的
に
示
す
マ
ス
ク
で
あ
っ
た
。 

 

言
葉
を
か
け
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
距
離
に
立
っ
た
野
宮
の

口
元
は
、
白
い
マ
ス
ク
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
に
、
鼻
か
ら
下

の
印
象
は
そ
の
布
の
色
に
ぼ
や
け
て
し
ま
っ
た
。
輪
郭
を
曖
昧

に
す
る
白
の
陰
で
は
、
口
の
動
き
も
気
配
も
よ
く
見
え
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
私
も
ま
っ
た
く
同
様
で
、
暑
く
呼
吸
を
妨
げ
る
こ

れ
が
今
は
何
よ
り
も
有
難
か
っ
た
。
口
元
を
隠
す
そ
の
裏
に
私

も
ま
た
潜
ん
で
、
言
葉
を
保
留
に
し
て
い
る
。 

 

マ
ス
ク
は
発
話
を
保
留
す
る
口
実
と
な
る
。
後
に
野
宮
が
、
駅
員

と
の
会
話
に
お
い
て
「
マ
ス
ク
の
た
め
に
声
が
こ
も
っ
て
、
聞
き
取

り
に
苦
労
し
た
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
ウ
イ
ル
ス
と
同
時
に
、

会
話
の
通
行
を
も
阻
害
す
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
本
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
震
災
の
記
憶
が
問

題
化
さ
れ
る
背
後
に
伏
在
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
記
憶
へ

の
ア
ク
セ
ス
一
般
の
問
題
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
条
件
に
接
続
し
て

示
さ
れ
る
。
震
災
と
コ
ロ
ナ
禍
は
災
害
と
し
て
並
立
す
る
の
で
は
な

く
、
後
者
が
前
者
の
記
憶
へ
の
応
対
を
一
層
阻
害
す
る
と
い
う
関
係

に
お
い
て
提
示
さ
れ
る
。 

一
方
、
物
語
の
開
始
時
は
、「
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
解
除
後
」
に
設
定

さ
れ
て
い
る
。 

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
二
〇
年
七
～
八
月
は
、
同
年
二
～
四
月
頃
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
第
一
波
、
九
月
か
ら
の
第
二
波
の

狭
間
で
、
感
染
者
数
が
一
時
的
に
落
ち
こ
ん
だ
時
期
で
あ
っ
た
（
１
４
）
。

外
出
等
の
規
制
も
緩
和
さ
れ
て
い
た
こ
の
夏
は
、
現
実
に
、
コ
ロ
ナ

禍
の
閉
塞
が
一
時
的
に
緩
ま
っ
た
時
期
と
し
て
理
解
で
き
る
。
七
月

二
日
に
は
そ
れ
ま
で
Ｅ
Ｕ
内
務
大
臣
会
合
に
お
い
て
延
長
さ
れ
て

い
た
Ｅ
Ｕ
域
外
の
第
三
国
か
ら
の
入
国
禁
止
措
置
（
１
５
）
が
段
階
的
に

緩
和
さ
れ
、
日
本
か
ら
も
制
限
つ
き
な
が
ら
「
重
要
な
渡
航
理
由
」

に
よ
る
入
国
が
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
１
６
）
。
渡
航
理
由
の
一

例
に
は
「
ド
イ
ツ
国
外
で
（
ド
イ
ツ
の
大
学
の
学
業
を
）
完
全
な
形

で
進
め
る
こ
と
が
不
可
能
な
外
国
人
留
学
生
」（
１
７
）

が
あ
り
、
語
学

学
校
に
通
う
野
宮
は
こ
の
例
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
人
学
生

が
ド
イ
ツ
に
渡
航
で
き
る
現
実
的
な
条
件
が
揃
っ
た
「
七
月
の
初

め
」、
彼
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
に
来
訪
す
る
。 

街
の
変
化
も
こ
の
時
期
か
ら
起
き
て
い
る
。
野
宮
が
到
着
し
て

「
二
週
間
と
経
た
な
い
」
頃
か
ら
、
旧
市
街
の
「
惑
星
の
小
径
」
に

配
置
さ
れ
た
惑
星
像
の
う
ち
、
準
惑
星
と
し
て
設
置
場
所
を
変
え
ら

れ
た
冥
王
星
の
模
型
が
、
旧
設
置
場
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
旧
市
街

外
周
を
囲
む
森
の
様
々
な
場
所
に
姿
を
見
せ
は
じ
め
る
。 

 

プ
ル
ー
ト
は
冥
王
星
の
ラ
テ
ン
語
由
来
の
名
称
で
、
ロ
ー
マ

神
話
の
冥
府
の
神
を
表
わ
し
て
い
る
。
死
者
の
行
く
場
所
。
そ

れ
と
関
連
す
る
惑
星
が
、
小
径
に
現
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
遠
ざ

け
ら
れ
て
い
た
死
が
私
た
ち
の
許
に
戻
っ
て
き
た
か
の
よ
う
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だ
。
増
え
続
け
る
コ
ロ
ナ
禍
の
死
や
、
九
年
前
に
震
災
で
海
に

消
え
た
野
宮
な
ど
、
幾
つ
も
の
死
の
印
象
や
記
憶
が
頭
の
中
を

過
る
。
メ
メ
ン
ト
・
モ
リ
。
死
を
忘
る
る
こ
と
な
か
れ
。
か
つ

て
の
九
番
目
の
惑
星
模
型
の
移
動
は
、
そ
う
嘲
笑
う
か
の
よ
う

に
も
思
わ
れ
た
。 

 

模
型
の
移
動
に
呼
応
し
て
、
森
の
中
か
ら
は
「
杖
、
玩
具
の
剣
、

ダ
ー
ツ
の
矢
」
と
い
っ
た
、
死
者
の
生
前
の
持
物
が
発
掘
さ
れ
は
じ

め
、
さ
ら
に
街
中
で
は
「
過
去
の
情
景
が
断
片
的
に
立
ち
現
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」。
街
の
人
々
の
死
に
関
わ
る
記
憶
を
喚
起
す
る
物
ら

も
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
緩
和
し
、
ド
イ
ツ
が
外
界
に
僅
か
に

開
か
れ
た
時
期
に
来
訪
す
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
本
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
の

緩
和
は
、
死
の
記
憶
の
想
起
に
よ
る
物
語
の
開
始
自
体
を
可
能
に
す

る
。
コ
ロ
ナ
禍
は
物
語
の
条
件
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。 

 

二
．
一
体
化
へ
の
欲
望 

 

本
節
で
は
、
死
者―

生
者
間
の
種
々
の
「
断
絶
」
が
隠
蔽
さ
れ
る

構
造
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

前
節
で
述
べ
た
通
り
、「
私
」
に
と
っ
て
震
災
に
関
す
る
記
憶
へ
の

ア
ク
セ
ス
や
野
宮
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
困
難
を
伴
う
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
層
強
ま
る
そ
の
困
難
は
、
倉
本
が
指
摘
す
る
通
り
、

「〈
私
〉
自
身
は
地
震
を
経
験
し
た
も
の
の
、
津
波
や
原
発
の
被
害
に

晒
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
犠
牲
者
と
は
呼
べ
な
い
立
ち
位
置
に
い

る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
」（
１
８
）

こ
と
に
起
因
す
る
。 

こ
の
自
覚
が
表
現
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
が
、
彼
女
が
「
仙

台
東
部
道
路
を
挟
ん
だ
土
地
の
写
真
」
に
、
津
波
の
被
害
の
差
に
よ

り
「
二
つ
に
分
け
隔
て
ら
れ
た
顔
」
を
見
る
小
話
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
被
災
地
と
被
災
者
が
、
相
互
の
寓
意
と
し
て
描
か
れ
る
。 

津
波
か
ら
守
ら
れ
た
「
白
く
傷
を
帯
び
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る

半
面
」
に
い
た
彼
女
は
、
津
波
に
攫
わ
れ
「
原
発
に
よ
る
避
難
指
示

区
域
も
含
ま
れ
る
」、「
自
分
の
い
な
か
っ
た
半
面
」
に
つ
い
て
は
「
ど

れ
ほ
ど
の
記
憶
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
」
の
か
思
案
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
仙
台
東
部
道
路
は
高
い
盛
土
構
造
を
有
し
、
津
波
か
ら
の
避
難

場
所
・
防
波
堤
と
し
て
機
能
し
た
（
１
９
）
。
被
災
地
は
被
災
と
同
時
に
、

こ
こ
を
境
と
し
て
被
災
経
験
が
「
裂
け
た
土
地
」
と
し
て
「
二
重
に

壊
さ
れ
て
い
る
」。
髙
橋
が
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
描
写
に
お
い
て
「
都

市
の
身
体
化
が
な
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
（
２
０
）

よ
う
に
、
被
災

地
の
描
写
に
お
い
て
も
、
土
地
の
傷
や
経
験
の
断
絶
は
人
間
の
そ
れ

と
同
期
す
る
。 

同
時
に
こ
こ
で
は
、
断
絶
を
修
復
す
る
欲
望
も
示
さ
れ
る
。「
半
分

に
分
け
ら
れ
て
、
二
つ
の
顔
と
意
識
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
つ
の
土
地

と
い
う
記
憶
は
置
き
去
り
に
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
な
気
も
す
る
」
よ
う

な
断
絶
は
、「
私
」
と
野
宮
、
ま
た
津
波
の
経
験
者
と
非
経
験
者
と
の

断
絶
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
震
災
以
前
の
土
地
／
人
の
一
体
性
が
逆

説
的
に
強
調
さ
れ
る
。「
隔
た
り
」
の
背
後
に
は
一
体
性
の
復
元
へ
の

欲
望
が
潜
在
し
、
こ
の
欲
望
に
、
経
験
の
断
絶
を
生
者
の
物
語
に
お

い
て
隠
蔽
す
る
営
為
が
対
応
す
る
。 
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破
壊
さ
れ
た
顔
は
、
三
月
が
訪
れ
る
度
に
、
再
生
や
復
興
と

い
う
言
葉
で
化
粧
が
施
さ
れ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
度
に
、
失
わ

れ
た
顔
は
幽
霊
の
よ
う
に
浮
か
び
上
が
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

無
理
に
場
所
に
は
め
よ
う
と
す
る
時
、
そ
れ
は
単
な
る
願
望
の

仮
面
を
押
し
つ
け
て
い
る
の
に
過
ぎ
な
く
な
る
の
だ
ろ
う
。 

 「
再
生
や
復
興
と
い
う
言
葉
」
は
「
失
わ
れ
た
顔
」
す
な
わ
ち
土
地

／
人
の
一
体
性
を
、
経
験
の
分
裂
を
糊
塗
＝
化
粧
し
て
「
幽
霊
の
よ

う
に
浮
か
び
上
が
」
ら
せ
る
。「
仮
面
」
は
、
生
者
が
自
己
と
死
者
に

同
時
に
被
せ
る
イ
メ
ー
ジ
・
物
語
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。 

イ
メ
ー
ジ
の
上
書
き
に
よ
る
断
絶
の
不
可
視
化
は
、
個
人
レ
ベ
ル

で
も
行
わ
れ
る
。 

 

寺
田
氏
は
彼
が
過
ご
す
こ
と
の
な
か
っ
た
見
知
ら
ぬ
夏
に

入
り
、
変
容
し
た
場
所
の
記
憶
を
、
街
に
投
影
し
よ
う
と
し
て

い
た
。
私
が
街
の
断
片
に
仙
台
の
風
景
を
透
か
し
て
見
よ
う
と

す
る
よ
う
に
。
遠
く
離
れ
た
場
所
の
季
節
や
自
然
と
の
距
離
の

感
覚
。
私
た
ち
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
い
う
言
葉
で
そ
の
距
離

を
縮
め
よ
う
と
す
る
。 

 「
離
れ
た
場
所
」
と
い
ま
・
こ
こ
の
間
の
距
離
を
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」

に
お
い
て
隠
蔽
す
る
営
為
が
、
マ
ク
ロ
な
「
仮
面
」・「
化
粧
」
の
営

為
と
並
行
し
て
実
践
さ
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
一
体
化
へ
の
欲
望
は
、
自
己
と
他
者
が
互
い
の

傷
や
経
験
の
断
絶
を
不
可
視
化
し
、
同
時
代
的
に
構
築
さ
れ
る
《
大

き
な
物
語
》
や
個
人
の
構
築
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
相
手
を
回
収
す
る
。

そ
の
物
語
、
ま
た
そ
の
効
果
と
し
て
の
擬
似
的
な
一
体
性
の
表
象
が

「
仮
面
」
で
あ
る
。 

「
私
」
自
身
は
、「
仮
面
」
に
よ
る
隠
蔽
に
抗
お
う
と
し
て
も
い
る
。

そ
の
心
情
を
象
徴
的
に
示
す
の
が
、
旧
市
街
の
「
臍
」
に
位
置
す
る

ブ
ロ
ン
ズ
像
〈
舞
踏
〉
の
描
写
で
あ
る
。 

 

彼
ら
の
踊
り
は
強
い
陽
射
し
の
下
、
重
た
く
回
転
を
生
み
出

す
こ
と
な
く
互
い
の
顔
を
狙
う
。
仮
面
を
外
し
た
素
顔
を
互
い

に
見
せ
合
う
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
緊
張
と
戦
い
が
必
要
な
も
の

な
の
か
。
腹
の
内
や
言
葉
の
調
子
、
空
気
ま
で
を
探
り
合
う
動

き
。
最
も
簡
単
な
の
は
、
顔
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。 

 「
素
顔
」
暴
露
の
試
み
は
「
仮
面
」
の
生
成
や
機
能
の
拒
否
で
あ
る
。

し
か
し
「
時
間
を
重
ね
れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
、
幾
つ
も
の
面
が
顔
を
覆

っ
て
ゆ
く
以
上
、
そ
れ
を
取
る
の
は
難
し
く
な
る
」。
こ
こ
に
お
い
て
、

記
憶
の
歪
曲
さ
れ
た
想
起
そ
れ
自
体
が
、
死
者
に
関
わ
る
過
去
の
奪

領
・
我
有
化
と
な
る
だ
ろ
う
。
テ
ク
ス
ト
最
終
部
に
お
い
て
、「
忘
却
」

を
引
き
起
こ
す
「
時
間
の
隔
た
り
と
感
傷
が
引
き
起
こ
す
記
憶
の
歪

み
」
と
整
理
さ
れ
る
問
題
は
、「
仮
面
」
に
よ
る
「
二
重
に
傷
つ
け
ら

れ
た
顔
」
の
、
幾
重
も
の
隠
蔽
の
効
果
と
整
理
で
き
る
。 

こ
こ
で
、
テ
ク
ス
ト
冒
頭
に
登
場
す
る
マ
ス
ク
が
、
そ
の
ま
ま
「
仮

面
」
と
し
て
機
能
す
る
点
は
重
要
で
あ
る
。 

マ
ス
ク
の
着
用
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
同
時
代
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的
な
《
大
き
な
物
語
》
へ
の
参
入
を
示
す
ア
イ
コ
ン
と
し
て
機
能
す

る
（
２
１
）
。
テ
ク
ス
ト
冒
頭
に
お
い
て
野
宮
は
、
マ
ス
ク
に
よ
り
輪
郭

を
曖
昧
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、「
私
」
た
ち
同
時
代
人
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
を
共
有
す
る
存
在
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
彼
は
あ
く
ま
で
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
物
語
の
文
脈
に
巻
き
込
ま
れ
て
の
み
現
れ
る
。
物
語
開
始

時
点
に
お
い
て
、
マ
ス
ク
＝
仮
面
の
表
象
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
現

実
的
な
条
件
と
同
時
に
、
本
テ
ク
ス
ト
に
潜
在
す
る
、
断
絶
を
隠
蔽

す
る
「
仮
面
」
の
問
題
を
、
先
駆
的
に
提
示
す
る
の
で
あ
る
。 

 
 

三
．《
遺
族
》
と
い
う
非
当
事
者 

 

本
節
で
は
、「
私
」
に
お
い
て
問
題
化
さ
れ
る
非
当
事
者
性
と
「
断

絶
」
の
内
実
に
つ
い
て
分
析
し
、
こ
の
問
題
が
《
遺
族
》
一
般
の
問

題
と
し
て
敷
衍
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。 

「
仮
面
」
が
隠
蔽
す
る
も
の
が
自
己
と
他
者
の
経
験
の
断
絶
で
あ

る
以
上
、「
素
顔
」
暴
露
を
試
み
て
も
、「
仮
面
の
下
に
潜
む
の
は
素

顔
で
あ
り
本
心
だ
と
考
え
る
」
こ
と
自
体
、
根
拠
を
欠
く
「
信
仰
の

よ
う
な
も
の
」
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
彼
女
が
野
宮
に
対
し
て
抱

え
る
非
当
事
者
性
の
問
題
を
明
示
し
て
い
る
。 

倉
本
が
述
べ
る
通
り
、「
私
」
は
野
宮
と
「
あ
く
ま
で
知
り
合
い
と

し
か
呼
べ
な
い
よ
う
な
淡
い
つ
な
が
り
」
し
か
有
さ
な
い
（
２
２
）
。
二

人
が
「
断
絶
の
日
」
に
つ
い
て
語
ら
な
い
理
由
も
、
彼
が
死
者
で
あ

る
か
ら
で
は
な
く
、「
私
が
海
に
対
し
て
も
原
発
に
対
し
て
も
、
間
接

的
な
視
点
や
距
離
感
し
か
持
っ
て
い
な
い
か
ら
」
で
あ
る
。
こ
こ
で

の
問
題
は
生
死
の
別
で
は
な
く
、
ま
ず
経
験
の
断
絶
で
あ
る
。
震
災

後
、
野
宮
の
友
人
、
澤
田
が
津
波
に
襲
わ
れ
た
沿
岸
部
に
遺
さ
れ
た

物
を
見
た
際
の
話
は
、
こ
の
断
絶
を
具
体
的
に
説
明
す
る
。 

 

物
は
外
観
や
形
が
残
っ
て
い
て
も
、
す
で
に
時
間
の
流
れ
か

ら
置
き
去
り
に
さ
れ
、「
だ
っ
た
も
の
」
と
い
う
過
去
の
照
応

に
よ
っ
て
手
探
り
で
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。［…

］

擬
人
化
せ
ず
に
、
全
て
が
奪
わ
れ
た
場
所
に
お
け
る
時
間
や
存

在
の
証
明
と
し
て
捉
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
誰
か
で
あ
り
な
が

ら
も
、
彼
に
は
見
知
ら
ぬ
人
た
ち
の
声
の
一
部
を
目
に
し
て
も
、

そ
の
記
憶
を
共
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

こ
こ
で
は
「
記
憶
」
と
「
時
間
の
流
れ
」
双
方
の
断
絶
が
問
題
化

さ
れ
る
。「
記
憶
」
の
断
絶
は
、
物
の
持
ち
主
の
特
定
不
能
性
と
と
も

に
、「
人
の
生
き
る
場
所
」
を
構
成
す
る
物
の
量
や
「
人
の
生
や
時
間
」

の
多
面
性
が
、
澤
田
に
捕
捉
可
能
な
程
度
を
超
過
し
て
い
る
こ
と
に

起
因
す
る
。
テ
ク
ス
ト
序
盤
、「
私
」
は
「
複
雑
な
立
体
性
が
均
衡
を

保
っ
て
い
ら
れ
る
」
の
が
不
思
議
な
ほ
ど
の
「
意
味
を
失
う
ほ
ど
に

物
の
塊
と
化
し
て
い
る
」「
自
転
車
の
森
」
を
見
、「
意
味
の
解
け
た

別
の
物
の
塊
の
映
像
」
を
想
起
す
る
が
、
こ
れ
は
遺
留
品
や
そ
の
持

ち
主
の
生
と
時
間
、
場
所
の
複
雑
性
と
、
そ
れ
ら
の
意
味
の
喪
失
お

よ
び
捕
捉
不
可
能
性
の
提
示
に
お
い
て
、
澤
田
の
小
話
に
接
続
す
る
。 

一
方
、「
時
間
の
流
れ
」
に
お
け
る
断
絶
は
、
ス
カ
イ
プ
で
澤
田
と

話
す
際
、「
私
」
が
「
彼
は
ま
だ
夜
明
け
前
の
暗
く
重
い
青
の
中
に
い

る
は
ず
だ
」
と
言
及
す
る
、
そ
の
時
差
の
問
題
に
接
続
す
る
。
時
差

も
ま
た
断
絶
の
一
つ
で
あ
れ
ば
、
生
死
の
断
絶
は
、「
断
絶
の
時
」
を
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境
と
し
た
時
差
の
無
際
限
の
拡
大
と
理
解
で
き
る
。 

そ
し
て
時
差
の
拡
大
自
体
も
、
死
者
の
記
憶
へ
の
直
面
を
困
難
に

す
る
。「
私
」
の
問
題
は
「
距
離
感
」
で
あ
り
、「
記
憶
や
場
所
と
ど

れ
ほ
ど
の
距
離
を
置
い
て
き
た
の
か
、
と
疚
し
く
感
じ
続
け
て
、
野

宮
に
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
」。
彼
女
は
震
災
前
／
中
／
後
に
お
い

て
、
野
宮
の
経
験
に
関
し
て
ほ
ぼ
非
当
事
者
で
あ
り
、
九
年
の
時
差

に
よ
り
ま
す
ま
す
そ
う
な
る
。
そ
し
て
「
断
絶
の
日
」
の
記
憶
を
放

置
し
て
い
た
時
間
が
生
む
疚
し
さ
が
、
記
憶
の
直
視
を
余
計
に
困
難

に
す
る
。
そ
れ
は
断
絶
を
「
忘
却
」
さ
せ
る
「
仮
面
」
を
導
入
す
る

契
機
と
も
な
り
う
る
。 

「
私
」
の
用
い
る
遠
近
法
の
比
喩
を
用
い
て
換
言
す
れ
ば
、「
私
た

ち
の
中
に
あ
る
消
失
点
」
は
「
あ
の
日
」
す
な
わ
ち
「
断
絶
の
日
」

に
置
か
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
日
に
消
え
た
野
宮
の
像
は
「
失

敗
し
た
写
真
の
よ
う
に
」「
ピ
ン
ト
が
ず
れ
て
ぼ
や
け
て
い
る
」。
彼

と
彼
女
と
の
間
に
あ
る
距
離
感
を
掴
む
に
は
、
震
災
の
日
・
場
所
を

消
失
点
と
し
た
「
遠
近
法
」
の
内
部
に
彼
を
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ

る
が
、
彼
女
は
そ
の
断
絶
お
よ
び
そ
の
日
か
ら
現
在
ま
で
に
開
き
続

け
た
断
絶
の
把
握
を
放
置
し
て
い
る
。 

た
だ
し
、
死
者
と
の
断
絶
す
な
わ
ち
非
当
事
者
性
は
「
私
」
特
有

の
問
題
で
は
な
い
。
例
え
ば
ア
ガ
ー
タ
は
、
乳
癌
と
の
闘
病
の
末
自

殺
し
た
母
親
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。 

 

「［…

］
姉
は
一
度
だ
け
私
を
責
め
た
。
な
ぜ
何
も
気
づ
か

な
か
っ
た
の
か
。
姉
は
私
よ
り
も
母
親
と
の
距
離
が
近
い
人
だ

っ
た
か
ら
、
余
計
に
痛
み
を
感
じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
私
に
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。
母
親
が
私
と
い
る
と
き
に

死
を
選
ん
だ
理
由
な
ん
て
。［…

］」 

 

彼
女
は
母
親
の
癌
の
悪
化
に
つ
い
て
事
前
に
知
ら
ず
、「
今
後
の

治
療
や
ホ
ス
ピ
ス
の
候
補
」
に
つ
い
て
も
母
親
が
「
す
で
に
姉
と
の

話
し
合
い
で
何
も
か
も
決
め
」
て
い
た
。
彼
女
は
常
に
出
来
事
や
そ

の
意
味
の
外
側
に
い
る
。
非
当
事
者
は
「
私
」
の
み
で
は
な
く
、
彼

女
の
野
宮
に
対
す
る
非
当
事
者
性
は
む
し
ろ
、《
遺
族
》
一
般
の
有
す

る
非
当
事
者
性
の
、
極
限
的
な
例
と
い
え
る
。 

以
上
の
議
論
か
ら
、
本
テ
ク
ス
ト
で
提
起
さ
れ
る
問
題
は
、《
遺

族
》
が
経
験
の
断
絶
と
時
差
の
拡
大
の
下
で
、
死
者
に
関
す
る
過
去

を
我
有
化
せ
ず
、
非
当
事
者
と
し
て
そ
の
記
憶
に
応
接
す
る
こ
と
の

困
難
、
と
整
理
さ
れ
る
（
２
３
）
。 

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
方
途
は
、「
私
」
の
比
喩
に
お
い
て
、
距
離

感
の
矯
正
に
よ
る
「
遠
近
法
」
の
回
復
と
さ
れ
る
。「
断
絶
の
日
」
と

い
う
消
失
点
を
基
点
と
し
、
そ
こ
で
生
じ
た
経
験
・
心
理
の
断
絶
、

そ
こ
か
ら
現
在
ま
で
の
時
間
的
断
絶
、
そ
の
時
差
に
よ
り
開
き
続
け

た
経
験
・
心
理
の
断
絶
と
い
っ
た
各
種
の
距
離
感
を
把
握
す
る
こ
と

で
、「
遠
近
法
」
は
回
復
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
死
者
と
自
己

が
取
り
結
ん
だ
／
取
り
結
ば
な
か
っ
た
（
無
）
関
係
性
自
体
の
把
握

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

本
節
ま
で
で
整
理
し
た
通
り
、
本
テ
ク
ス
ト
に
は
、
断
絶
の
曖
昧

化
に
よ
る
距
離
短
縮
・
一
体
化
と
、
断
絶
の
認
識
に
よ
る
（
無
）
関

係
性
の
把
握
と
い
う
、
二
つ
の
志
向
が
存
在
す
る
。
そ
の
二
つ
が
、

時
に
ご
く
近
接
し
た
仕
方
で
表
現
さ
れ
る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
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あ
る
。
先
に
引
用
し
た
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
」
に
よ
る
距
離
短
縮
の
描

写
は
、
街
の
風
景
を
「
透
か
し
て
見
る
」
行
為
と
一
致
す
る
か
の
よ

う
に
表
現
さ
れ
る
が
、
感
傷
に
よ
る
「
断
絶
」
の
短
縮
・
隠
蔽
と
、

「
断
絶
」
し
た
状
況
の
《
透
視
》
と
は
異
な
る
営
為
で
あ
り
、
文
中

の
表
現
も
、
両
者
を
別
の
行
為
と
し
て
も
解
釈
可
能
な
、
微
妙
な
も

の
で
あ
る
。
ま
た
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
に
存
在
す
る
「
時
間
の
縫
い
目
」

も
、
そ
の
歴
史
が
現
在
と
融
合
し
て
で
は
な
く
、「
断
片
」
や
「
層
」、

あ
る
い
は
ウ
ル
ス
ラ
の
作
る
「
チ
ー
ズ
ト
ル
テ
」
の
「
マ
ー
ブ
ル
模

様
」
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
を
示
す
。
表
現
の
微
妙
な
振
幅
に
お
い
て
、

《
透
視
》
に
よ
る
「
遠
近
法
」
の
必
要
と
困
難
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

四
．（
無
）
関
係
性
の
形
象
化
と
「
巡
礼
」 

 

本
節
で
は
、《
遺
族
》
の
身
体
と
土
地
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
分
析
し

た
上
で
「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
と
そ
の
持
ち
主
の
関
係
を
整
理
し
、
そ
れ
を
媒
介

と
し
た
距
離
感
覚
の
回
復
の
方
途
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

「
私
」
は
経
験
の
断
絶
を
、
衛
星
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
語
る
。 

 

地
震
と
津
波
と
い
う
言
葉
を
連
ね
て
も
、
会
話
相
手
の
表
情

に
霧
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
原
発
の
あ
っ
た
場
所

を
説
明
す
れ
ば
、
そ
の
霧
は
一
瞬
で
晴
れ
大
き
く
頷
く
の
だ
。

私
の
い
た
土
地
は
、
彼
ら
の
地
図
的
印
象
に
お
い
て
は
、
そ
の

焦
点
が
置
か
れ
た
場
所
と
ほ
ぼ
横
並
び
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

あ
た
か
も
、
地
球
の
周
囲
を
巡
る
月
の
よ
う
に
。 

 

地
球
と
月
の
関
係
は
、
分
断
さ
れ
た
被
災
地
、
さ
ら
に
彼
女
と
野

宮
の
関
係
と
並
行
す
る
。 

こ
の
地
球―

月
表
象
は
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
に
関
係
す
る
。
地
名

の
音
訳
で
あ
る
「
月
沈
原
」
は
、「
私
」
の
語
り
に
お
い
て
周
縁
を
表

象
す
る
月
を
街
の
表
象
に
転
用
す
る
。
街
は
単
な
る
舞
台
で
は
な
く
、

「
私
」
を
初
め
と
し
た
非
当
事
者
＝
《
遺
族
》
を
表
象
す
る
。
特
に

森
に
囲
ま
れ
た
旧
市
街
は
、「
身
体
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
部
位
が
記

憶
を
蓄
え
」
る
よ
う
な
「
私
」
と
、「
時
間
が
多
面
体
的
な
構
造
を
重

ね
て
い
る
」
構
成
に
お
い
て
並
行
関
係
に
あ
る
。 

身
体
と
旧
市
街
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
、
冥
王
星
の
模
型
に
も
関
わ
る
。

「
惑
星
の
小
径
」
に
お
い
て
、
元
々
「
森
の
中
」
に
あ
っ
た
冥
王
星

の
模
型
は
、
冥
王
星
が
準
惑
星
に
定
義
変
更
さ
れ
た
後
撤
去
さ
れ
、

「
旧
市
街
か
ら
離
れ
」
た
野
宮
の
滞
在
場
所
近
く
の
「
北
の
マ
ッ
ク

ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
」
前
に
設
置
さ
れ
る
。
野
宮
来
訪
後
、
そ
れ

は
再
び
森
の
中
に
現
れ
は
じ
め
る
。 

模
型
は
元
の
設
置
場
所
に
戻
る
と
い
う
よ
り
、
旧
市
街
内
外
の
境

界
＝
森
に
踏
み
込
ん
で
お
り
、
こ
の
侵
入
に
前
後
し
て
死
者
の
持
物

が
現
れ
、
旧
市
街
で
時
間
の
多
重
化
が
起
き
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は

そ
の
ま
ま
「
私
」
た
ち
の
、
死
者
の
記
憶
の
想
起
に
並
行
す
る
。
模

型
は
表
象
の
レ
ベ
ル
で
彼
女
ら
の
身
体
に
侵
入
し
、
そ
こ
に
蓄
積
さ

れ
て
い
た
記
憶
を
励
起
す
る
。 

励
起
さ
れ
る
記
憶
は
、
テ
ク
ス
ト
序
盤
に
言
及
さ
れ
る
「
黒
ト
リ

ュ
フ
」
に
よ
り
潜
在
的
に
表
象
さ
れ
て
い
る
。 

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
は
戦
争
、
特
に
空
爆
の
被
害
が
「
今
も
不
発

弾
の
姿
で
浮
か
び
上
が
」
り
、「
冷
た
く
不
穏
な
過
去
の
声
は
、
未
だ
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に
茸
の
ご
と
く
深
い
地
中
か
ら
現
れ
る
」。
野
宮
の
匂
い
を
避
け
る

「
私
」
と
対
照
的
に
、「
ト
リ
ュ
フ
犬
」
こ
と
ヘ
ク
ト
ー
が
そ
の
鋭
敏

な
嗅
覚
に
よ
り
掘
り
出
す
「
黒
ト
リ
ュ
フ
」
は
、「
天
か
ら
落
ち
て
燃

え
尽
き
た
星
に
よ
く
似
」
た
も
の
と
し
て
、
空
爆
の
「
不
発
弾
」、
ひ

い
て
は
潜
在
的
な
「
過
去
の
声
」
を
象
徴
的
に
予
示
す
る
。「
子
実
体

が
発
生
す
る
条
件
が
整
う
と
そ
の
地
上
部
に
は 

〝
ブ
リ
ュ
レ
（
焼

け
跡
地
）
〟
と
呼
ば
れ
る
草
の
生
え
な
い
パ
ッ
チ
が
観
察
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
」（
２
４
）

こ
の
茸
は
、
潜
在
的
な
爆
心
地
で
あ
る
（
２
５
）
。
模

型
の
移
動
と
前
後
し
て
、
森
で
の
発
掘
物
が
ト
リ
ュ
フ
か
ら
死
者
の

持
物
に
変
わ
る
こ
と
は
、《
遺
族
》
の
身
体
に
潜
在
す
る
「
過
去
の
声
」

が
顕
在
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
条
件
で
あ
り
か
つ
そ
の
寓
意
で
あ
る
。 

茸
と
樹
木
の
関
係
は
、「
私
」
に
現
れ
る
異
変
に
も
関
わ
る
。「
外

生
菌
根
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
子
実
体
」
で
あ
る
ト
リ
ュ
フ
の
菌
糸
は
、

共
生
す
る
植
物
の
根
の
「
内
部
ま
で
奥
深
く
侵
入
す
る
こ
と
は
な
く
、

根
の
表
面
に
付
着
」
す
る
（
２
６
）
。
こ
の
関
係
は
、「
私
」
の
身
体
と
そ

こ
に
現
れ
る
歯
の
関
係
に
並
行
す
る
。 

 

記
憶
の
中
に
埋
も
れ
て
い
た
透
明
な
声
を
、
身
体
の
方
が
思

い
出
そ
う
と
し
て
い
た
。 

あ
る
朝
、
目
が
覚
め
る
と
、
背
中
に
歯
が
生
え
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。 

 

人
間
の
身
体
の
境
界
な
ん
て
、
け
っ
こ
う
曖
昧
だ
か
ら
。
時
々

別
の
も
の
が
く
っ
つ
い
て
し
ま
っ
た
り
、
生
え
た
り
す
る
こ
と

も
珍
し
く
な
い
。
ア
ガ
ー
タ
は
呟
く
よ
う
に
言
葉
を
続
け
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
よ
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
身
体
の
境
界
線
を
越

え
て
癒
着
す
る
よ
う
な
事
態
じ
ゃ
な
く
て
。
単
な
る
表
面
的
な

異
物
で
済
ん
だ
の
は
、
と
て
も
幸
運
な
こ
と
。 

 

歯
は
ト
リ
ュ
フ
に
似
て
「
表
面
的
」
に
付
着
す
る
。「
私
」
は
そ
れ

を
「
野
宮
の
歯
」
と
も
「
私
の
中
か
ら
生
え
て
き
た
痛
み
が
形
を
と

っ
た
も
の
」
と
も
考
え
る
が
、
ト
リ
ュ
フ
と
樹
木
の
関
係
に
よ
る
な

ら
ば
、
歯
は
彼
女
に
飛
来
し
付
着
し
た
震
災
や
野
宮
の
死
、
そ
し
て

種
々
の
断
絶
に
よ
り
そ
れ
ら
の
記
憶
に
応
接
で
き
な
い
彼
女
の
「
繰

り
返
さ
れ
る
回
想
」「
口
を
噤
み
続
け
て
輪
郭
を
失
う
言
葉
」
が
、
潜

在
的
な
苦
痛
と
し
て
成
長
し
顕
在
化
し
た
、
両
者
に
帰
属
し
両
者
を

取
り
結
ぶ
形
象
で
あ
る
。
野
宮
の
匂
い
を
忌
避
す
る
以
前
か
ら
既
に
、

「
私
」
は
野
宮
と
の
（
無
）
関
係
性
に
《
感
染
》
し
て
い
た
と
い
え

よ
う
。
そ
の
顕
在
化
と
し
て
の
歯
は
、
彼
の
死
と
、
そ
の
後
の
彼
女

の
生
の
合
作
で
あ
り
、
二
人
に
固
有
の
（
無
）
関
係
性
、
す
な
わ
ち

両
者
の
断
絶
の
具
体
的
な
様
相
に
由
来
し
、
そ
れ
を
示
す
。 

「
私
」
と
歯
の
関
係
を
、
旧
市
街
／
木
／
《
遺
族
》
と
ト
リ
ュ
フ
／

死
者
の
持
物
の
関
係
に
送
り
返
せ
ば
、
死
者
の
持
物
も
ま
た
死
者
と

《
遺
族
》
と
の
合
作
と
い
え
る
。
ア
ガ
ー
タ
の
母
親
の
持
物
と
さ
れ

る
乳
房
は
、
そ
れ
を
「
ア
ガ
ー
タ
の
記
憶
の
持
物
」
と
す
る
「
私
」

や
、「
あ
れ
は
母
の
も
の
、
だ
か
ら
私
の
も
の
で
も
あ
る
の
」
と
い
う

彼
女
自
身
の
言
葉
に
よ
り
、
単
純
な
死
者
へ
の
帰
属
物
で
は
な
い
こ

と
が
示
さ
れ
る
。
乳
房
は
母
親
の
死
を
基
点
と
し
て
ア
ガ
ー
タ
に
よ

り
生
成
さ
れ
、《
遺
族
》
の
身
体
た
る
旧
市
街
の
境
界
に
浮
上
し
た
合

作
で
あ
る
。 
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死
者
・
持
物
・
《
遺
族
》
を
め
ぐ
る
以
上
の
整
理
は
、
聖
人
・

「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」・
生
者
の
関
係
に
も
送
り
返
さ
れ
る
。「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
は
「
キ

リ
ス
ト
教
の
聖
人
」
の
「
個
人
特
定
が
で
き
る
持
物
」
で
あ
り
、
特

に
「
殉
教
聖
人
の
多
く
は
、
表
現
の
上
で
は
拷
問
具
や
傷
つ
け
ら
れ

た
身
体
の
一
部
を
抱
え
て
い
る
」。「
私
」
が
興
味
を
持
つ
、
殉
教
聖

人
に
お
い
て
「
彼
ら
の
失
わ
れ
た
部
分
が
、
傷
一
つ
な
い
身
体
と
共

に
あ
る
」
と
い
う
二
重
性
は
、「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
が
彼
ら
の
生
涯
を
基
点
と

し
つ
つ
、
彼
ら
を
「
識
別
」
す
る
生
者
に
も
帰
属
す
る
可
能
性
を
示

し
て
い
る
。 

こ
こ
に
お
い
て
「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
は
、
人
が
死
者
と
の
断
絶
を
認
識
す
る

方
法
論
と
し
て
発
見
さ
れ
る
。
野
宮
と
晶
紀
子
に
関
す
る
「
私
」
の

述
懐
は
、
そ
の
内
実
を
端
的
に
示
す
。 

 

二
人
に
留
ま
り
続
け
る
記
憶
と
九
年
間
の
距
離
。
そ
の
形
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
見
え
よ
う
と
も
見
え
ま
い
と
も
、
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

と
し
て
抱
き
続
け
る
し
か
な
い
。 

 「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
は
記
憶
と
距
離
に
お
い
て
生
成
さ
れ
る
形
象
と
し
て
、

死
者―

《
遺
族
》
固
有
の
（
無
）
関
係
性
を
明
示
し
、「
断
絶
の
日
」

を
基
点
と
し
た
固
有
の
「
遠
近
法
」
を
回
復
す
る
媒
介
と
な
る
。 

回
復
が
象
徴
的
に
示
さ
れ
る
の
が
、
テ
ク
ス
ト
最
終
部
で
「
私
」

た
ち
が
行
う
、「
惑
星
の
小
径
」
に
沿
い
時
間
の
錯
綜
す
る
街
を
歩
く

「
惑
星
巡
り
」
の
描
写
で
あ
る
。「
太
陽
系
を
構
成
す
る
惑
星
の
距
離

感
」
を
「
上
手
く
比
喩
的
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
」
小
径
と
土
地
を

た
ど
る
巡
礼
は
、《
遺
族
》
の
身
体
た
る
街
中
の
移
動
に
よ
り
距
離
感

を
矯
め
直
す
営
為
で
あ
り
、「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
を
介
し
た
（
無
）
関
係
性
の

把
握
の
寓
意
で
あ
る
。 

「
惑
星
巡
り
」
の
果
て
に
「
私
」
は
、「
記
憶
の
痛
み
で
は
な
く
、

距
離
に
向
け
ら
れ
た
罪
悪
感
」
の
「
輪
郭
」
を
確
か
め
、「
初
め
て
心

か
ら
」
野
宮
の
死
に
「
哀
し
み
と
苦
し
み
を
感
じ
」
る
。
そ
し
て
野

宮
に
よ
り
「
午
後
二
時
四
十
六
分
」
と
「
遠
近
法
の
消
失
点
が
置
か

れ
た
時
間
」
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
野
宮
や
震
災
の
記
憶
と
の
遠
近

法
が
回
復
さ
れ
る
。 

消
失
点
は
、
自
ら
姿
を
消
し
な
が
ら
透
視
図
法
を
可
能
に
す
る
。

そ
れ
は
「
私
」
の
経
験
の
地
平
を
示
す
、
彼
女
と
野
宮
と
の
「
断
絶
」

の
基
点
で
あ
る
。
そ
の
把
握
に
お
け
る
彼
の
消
失
は
、
死
者
の
現
世

か
ら
の
退
隠
と
い
う
以
上
に
、
彼
が
消
失
点
の
彼
岸
に
「
固
定
」
さ

れ
、「
私
」
の
「
肖
像
画
」
に
お
け
る
不
可
視
の
位
置
と
し
て
、「
幽

霊
」
で
な
く
存
在
し
は
じ
め
た
こ
と
を
示
す
。 

以
上
の
よ
う
に
、
土
地
や
天
体
表
象
の
特
徴
や
異
変
は
、「
私
」
た

ち
の
《
遺
族
》
の
身
体
に
起
き
る
異
変
の
寓
意
と
し
て
あ
る
。
杜
か

ら
の
出
土
品
は
《
遺
族
》
の
身
体
＝
土
地
に
宿
る
（
無
）
関
係
性
の

形
象
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
死
者―

《
遺
族
》
間
に
固
有
の
断
絶
を
明

示
し
「
遠
近
法
」
を
成
立
さ
せ
る
「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に―

テ
ク
ス
ト
の
可
能
性
と
危
険 

 
本
稿
で
は
石
沢
麻
依
『
貝
に
続
く
場
所
に
て
』
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
条
件
、
記
憶
へ
の
応
接
の
困
難
と
《
遺
族
》
の
非
当
事
者

性
の
関
係
、「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
を
介
し
た
記
憶
と
の
応
接
の
方
途
に
つ
い
て
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論
じ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
は
単
な
る
時
代
状
況
で
は
な
く
、
そ
の
生
活
様

式
・
心
性
や
渡
航
状
況
が
人
物
の
行
動
の
積
極
的
／
消
極
的
条
件
と

な
る
重
要
な
契
機
で
あ
る
。
ま
た
、
死
者
の
記
憶
と
の
応
接
の
困
難

は
、
死
者
の
安
易
な
想
起
が
過
去
の
我
有
化
に
な
り
か
ね
な
い
、《
遺

族
》
の
死
者
に
対
す
る
非
当
事
者
性
に
由
来
し
て
い
る
。
十
全
な
記

憶
の
想
起
不
可
能
性
に
発
し
て
、
死
者―

《
遺
族
》
固
有
の
（
無
）

関
係
性
の
把
握
＝
「
遠
近
法
」
の
確
立
を
問
題
化
し
希
求
す
る
点
に
、

本
テ
ク
ス
ト
の
固
有
性
・
可
能
性
が
存
在
す
る
と
い
え
る
（
２
７
）
。 

一
方
、
本
テ
ク
ス
ト
の
特
徴
で
あ
る
イ
メ
ー
ジ
の
重
層
性
は
、「
遠

近
法
」
を
自
ら
歪
曲
す
る
危
険
を
有
す
る
。
最
後
に
、
本
テ
ク
ス
ト

の
運
動
性
が
も
た
ら
す
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

本
テ
ク
ス
ト
は
、
膨
大
な
イ
メ
ー
ジ
の
連
接
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら

れ
る
。
ア
ガ
ー
タ
、
ル
チ
ア
ら
は
名
前
に
よ
り
聖
人
に
比
さ
れ
、
ア

ガ
ー
タ
の
母
親
の
乳
房
や
ル
チ
ア
の
持
つ
「
ナ
ザ
ー
ル
ボ
ン
ジ
ュ
ウ
」

は
、
表
象
・
記
号
の
運
動
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
乳
房
を
切
り
取

ら
れ
た
聖
ア
ガ
タ
、
眼
を
刳
り
貫
か
れ
た
聖
ル
チ
ア
ら
殉
教
聖
人
の

「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
で
あ
る
乳
房
、
眼
球
の
イ
メ
ー
ジ
に
接
続
す
る
。
野
宮
も

容
姿
や
行
動
か
ら
曖
昧
に
「
聖
人
」
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
に
擬
せ
ら

れ
、
そ
れ
が
否
定
さ
れ
て
か
ら
も
、
帆
立
貝
を
自
身
の
持
物
と
し
、

ま
た
「
私
」
の
巡
礼
の
対
象
と
な
る
こ
と
で
、「
旅
の
途
上
を
守
護
す

る
聖
人
」
で
あ
り
、
帆
立
貝
を
そ
の
「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
と
す
る
聖
ヤ
コ
ブ
に

接
近
す
る
。 

以
上
の
よ
う
な
表
象
・
記
号
の
連
接
、
ま
た
西
洋
美
術
（
史
）
な

ど
の
知
識
の
導
入
は
、
本
作
の
大
き
な
評
価
軸
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
テ
ク
ス
ト
の
運
動
は
、
時
と
し
て
容
易
に
、
対

象
の
個
別
性
を
、
同
じ
象
徴
や
特
徴
を
持
つ
別
の
個
別
性
の
内
に
解

消
し
う
る
。 

こ
の
危
険
性
は
、
テ
ク
ス
ト
前
半
、
野
宮
の
印
象
を
「
気
が
つ
け

ば
聖
人
像
の
描
写
記
述
の
よ
う
」
に
語
っ
て
し
ま
う
「
私
」
の
描
写

に
お
い
て
暗
示
さ
れ
て
い
た
。
彼
女
に
理
解
を
示
し
て
澤
田
が
言
う

よ
う
に
、「
目
の
中
に
幾
つ
も
の
絵
を
取
り
込
む
訓
練
を
し
て
き
た
」

彼
女
ら
は
「
比
喩
や
何
か
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
」
と
い
う
「
今
い

ち
ば
ん
痛
み
が
少
な
い
や
り
方
」
で
し
か
野
宮
を
捉
え
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
は
表
象
・
記
号
の
運
動
が
、
生
者
側
の
恣
意
的
な
認
識
・
思

考
に
従
属
す
る
形
で
彼
の
固
有
性
を
隠
蔽
し
、
彼
な
ら
ざ
る
聖
人
像

を
立
ち
上
げ
て
い
た
。 

表
象
・
記
号
の
運
動
が
、
存
在
の
個
別
性
を
、
歴
史
上
の
別
人
物
・

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
内
に
解
消
す
る
。
前
節
で
述
べ
た
通
り
、「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」

は
死
者―

《
遺
族
》
に
固
有
の
断
絶
に
よ
り
生
成
さ
れ
「
そ
れ
ぞ
れ

が
誰
か
の
時
間
や
記
憶
を
表
す
」
が
、
ル
チ
ア
の
「
ナ
ザ
ー
ル
ボ
ン

ジ
ュ
ウ
」
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
内
で
そ
の
意
味
が
明
示
さ
れ
な
い

「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
を
、
テ
ク
ス
ト
の
運
動
は
聖
ル
チ
ア
の
物
語
へ
と
容
易
に

接
続
さ
せ
る
。
ア
ガ
ー
タ
の
母
親
の
乳
房
が
聖
ア
ガ
タ
の
そ
れ
か
ら

切
離
さ
れ
る
の
も
、
彼
女
が
乳
癌
で
な
く
自
殺
で
亡
く
な
っ
た
と
い

う
固
有
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
示
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
状
況
に
お
い
て
、
固
有
の
断
絶
が
別
の
物
語
へ
と
回

収
・
隠
蔽
さ
れ
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。
三
節
で
触
れ
た
通
り
、
距

離
を
前
提
す
る
《
透
視
》
と
距
離
を
隠
蔽
す
る
短
縮
・
一
体
化
は
紙

一
重
で
あ
る
。
そ
し
て
表
象
・
記
号
の
過
剰
接
続
は
後
者
に
与
し
て
、

断
絶
の
消
去
と
い
う
一
種
の
暴
力
を
惹
起
し
う
る
。 
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ア
グ
ネ
ス
の
好
む
「
地
震
味
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
の
逸
話
は
、

こ
の
暴
力
を
別
の
角
度
か
ら
照
射
す
る
。「「Erdbeeren

エ

ル

ド

ベ

ー

レ

ン

（
苺
）」
と

「Erdbeben
エ

ル

ド

ベ

ー

ベ

ン

（
地
震
）」」
の
発
音
の
近
似
に
よ
る
言
い
違
え
に
つ
い

て
の
笑
い
話
は
、「
地
震
を
身
体
に
感
覚
的
に
刻
み
つ
け
て
い
る
」

「
日
本
人
の
多
く
」
と
の
「
距
離
感
を
つ
か
み
き
れ
な
い
」
こ
と
で
、

日
本
人
は
「
や
っ
ぱ
り
そ
の
味
が
好
き
な
の
？
」
と
い
う
問
い
掛
け

を
生
む
。 

 

こ
の
少
女
に
は
、
私
の
返
答
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
特

に
意
味
は
な
い
。
話
は
綺
麗
に
纏
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
問
い
か

け
も
一
種
の
様
式
美
の
よ
う
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。 

 

当
事
者
と
の
距
離
感
や
そ
の
反
応
と
無
関
係
に
、
話
が
話
の
纏
ま

り
に
お
い
て
自
足
す
る
点
で
、
こ
の
笑
い
を
成
立
さ
せ
る
構
造―

近
似
す
る
表
象
・
記
号
に
よ
る
「
綺
麗
に
纏
ま
っ
」
た
話
の
構
築―

は
、
震
災
に
お
け
る
「
断
絶
」
を
隠
蔽
す
る
そ
れ
と
見
か
け
以
上
に

近
接
す
る
。
そ
し
て
表
象
・
記
号
の
連
接
に
お
け
る
こ
の
種
の
危
険

は
、
テ
ク
ス
ト
の
運
動
性
に
内
在
す
る
そ
れ
で
も
あ
る
。
連
接
に
よ

る
類
推
が
人
物
の
固
有
の
苦
痛
に
照
準
さ
れ
る
時
、
そ
れ
は
「
私
」

や
澤
田
の
問
題
と
す
る
恣
意
的
な
認
識
や
推
論
に
繋
が
る
。 

「
私
」
は
野
宮
を
「
復
活
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
」、「
聖
ヤ
コ
ブ
の
象
徴
も
、
別
の
文
脈
で
は
野
宮
の
海
の
記

憶
を
た
ぐ
り
寄
せ
る
」
と
語
り
、
彼
の
持
つ
貝
に
つ
い
て
も
「
そ
れ

は
聖
ヤ
コ
ブ
で
は
な
く
、
あ
な
た
の
場
所
に
繋
が
る
も
の
」
と
伝
え

て
、
表
象
・
記
号
の
無
際
限
な
接
続
を
切
断
す
る
。
こ
の
明
示
的
な

切
断
自
体
が
、「
比
喩
や
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
る
」
テ
ク
ス
ト
の
困
難
を

逆
説
的
に
示
し
て
い
よ
う
（
２
８
）
。 

（
無
）
関
係
性
の
具
現
と
し
て
の
「
持
物

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト

」
を
導
出
す
る
ア
ナ
ロ

ジ
ー
が
、
そ
れ
自
体
暴
力
と
な
る
危
険
を
潜
在
さ
せ
る
。
本
テ
ク
ス

ト
の
形
式
／
内
容
は
、
存
在
を
表
象
・
記
号
の
連
接
の
内
に
捕
捉
す

る
こ
と
へ
の
誘
惑
／
抵
抗
の
二
重
性
を
帯
び
て
い
る
。
連
接
に
お
い

て
《
読
む
》
こ
と
自
体
の
危
険
と
倫
理
ヘ
の
問
が
、
こ
こ
に
お
い
て

新
た
に
／
改
め
て
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 註 （
１
）
柴
崎
友
香
「
他
者
の
存
在
（
第
６
４
回
群
像
新
人
文
学
賞 

選
考
委
員

選
評
）」『
群
像
』
七
六
（
六
）、
講
談
社
、
二
〇
二
一
・
六
、
一
四
二
、

一
四
三
頁 

（
２
）
松
浦
寿
輝
「
何
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
か
（
芥
川
賞
選
評
）」『
文
藝
春

秋
』
九
九
（
九
）、
文
藝
春
秋
社
、
二
〇
二
一
・
九
、
二
八
二
、
二
八
三

頁 

（
３
）
く
ど
う
れ
い
ん
「
氷
柱
の
声
」『
群
像
』
七
六
（
四
）
講
談
社
、
二
〇

二
一
・
四
、
一
二
二-

一
七
二
頁 

（
４
）
倉
本
さ
お
り
「
空
白
を
言
葉
で
満
た
す―

『
貝
に
続
く
場
所
に
て
』

論
」
文
學
界
七
五
（
九
）、
文
藝
春
秋
社
、
二
〇
二
一
・
九
、
一
四
五-

一

四
八
頁 

（
５
）
町
田
康
「
選
評
（
第
６
４
回
群
像
新
人
文
学
賞 

選
考
委
員
選
評
）」

『
群
像
』
七
六
（
六
）、
講
談
社
、
二
〇
二
一
・
六
、
一
四
六-

一
四
八
頁 

（
６
）
島
田
雅
彦
「
幽
霊
は
こ
こ
に
い
る
（
芥
川
賞
選
評
）」『
文
藝
春
秋
』
九

九
（
九
）、
文
藝
春
秋
社
、
二
〇
二
一
・
九
、
二
八
三
、
二
八
四
頁 
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（
７
）
吉
田
修
一
「
選
評
（
芥
川
賞
選
評
）」『
文
藝
春
秋
』
九
九
（
九
）、
文

藝
春
秋
社
、
二
〇
二
一
・
九
、
二
八
四
、
二
八
五
頁 

（
８
）
石
沢
麻
依
「
母
と
の
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
事
件
』」（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）『
文

藝
春
秋
』
九
九
（
九
）、
文
藝
春
秋
社
、
二
〇
二
一
・
九
、
二
九
二-

二
九

七
頁 

（
９
）
註
（
８
）
に
同
じ 

（
１
０
）
髙
橋
正
人
「
石
沢
麻
依
『
貝
に
続
く
場
所
に
て
』
の
分
析
と
教
材
と

し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
～
重
ね
・
ト
ラ
ウ
マ
・
断
片
・
身
体
・
声
・
持

物
を
め
ぐ
っ
て
～
」『
言
文
』
六
九
、
福
島
大
学
国
語
教
育
文
化
学
会
、

二
〇
二
二
・
三
、
二-

一
七
頁 

（
１
１
）
石
沢
自
身
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
常
に
距
離
と
い

う
も
の
を
意
識
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（「
受
賞
の
言
葉
」『
群
像
』

七
六
（
六
）
講
談
社
、
二
〇
二
一
・
六
、
一
四
一
頁
）
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の

創
作
へ
の
影
響
を
自
己
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
松
永
美
穂
は
文
庫
版
解
説

（
石
沢
麻
依
『
貝
に
続
く
場
所
に
て
』
講
談
社
、
二
〇
二
三
・
九
、
二
二

七-

二
三
四
頁
）
に
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
生
者
か
ら
の
往
来
が
制
限

さ
れ
た
時
期
だ
か
ら
こ
そ
起
こ
り
得
た
、
死
者
と
の
再
会
」
と
作
中
状
況

を
概
括
し
て
い
る
。本
稿
で
は
、物
語
が
コ
ロ
ナ
禍
と
取
り
結
ぶ
関
係
を
、

具
体
的
な
描
写
を
踏
ま
え
て
分
析
す
る
。 

（
１
２
）
横
田
明
美
『
コ
ロ
ナ
危
機
と
立
法
・
行
政―

ド
イ
ツ
感
染
症
予
防

法
の
多
段
改
正
か
ら
』
弘
文
堂
、
二
〇
二
二
・
二
、
六
〇
頁
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
は
抄
訳
「
在
ド
イ
ツ
日
本
国
大
使
館 

【
緊
急
】
ド
イ
ツ
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
（
ド
イ
ツ
国
内
の
更
な
る
防
疫
対
策
）
令
和

２
年
３
月
２
２
日
」 

https://www.de.emb-

japan.go.jp/itpr_ja/konsular_coronavirus220320.html 

を
参
照 

（
１
３
）
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
『
に
お
い
の
歴
史
』
山
田
登
世
子
・
鹿
島
茂
訳
、

新
評
論
、
一
九
八
八
・
一
二 

で
は
、
臭
気
を
不
潔
・
病
原
と
同
一
視
す

る
考
え
が
、
公
衆
衛
生
行
政
に
影
響
し
て
き
た
歴
史
が
論
じ
ら
れ
る
。
一

八
世
紀
後
半
に
は
「
肉
体
相
互
間
の
空
間
性
は
吐
息
を
基
準
に
し
て
決
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、［…

］［
匂
い
に
対
す
る
：
稿
者
註
］

感
覚
的
不
寛
容
が
、
や
が
て
各
人
の
あ
い
だ
の
必
要
な
距
離
を
決
定
す
る
」

（
一
三
四
頁
）。
歴
史
的
に
見
て
も
、
匂
い
の
忌
避
は
病
の
忌
避
と
接
続

す
る
。 

（
１
４
）
「Germany: 

WHO 
Coronavirus 

Disease 
(COVID-19) 

Dashboard 
With 

Vaccination 
Data 

| 
WHO 

Coronavirus 

(COVID-19) Dashboard With Vaccination Data

」 

https://covid19.who.int/region/euro/country/de 

お
よ
び
「
続
編―

ド
イ
ツ
に
お
け
るCOVID-19

感
染
と
そ
れ
を
と
り

ま
く
状
況
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト | COVID-19

有
識
者
会
議
」 

https://www.covid19-jma-medical-expert-

meeting.jp/topic/6393 

を
参
照 

（
１
５
）「
在
ド
イ
ツ
日
本
国
大
使
館 

【
情
報
追
加
】
ド
イ
ツ
に
お
け
る
シ

ェ
ン
ゲ
ン
域
内
国
境
の
暫
定
的
な
国
境
管
理
の
終
了 

令
和
２
年
６
月

１
０
日
」 

https://www.de.emb-

japan.go.jp/itpr_ja/konsular_coronavirus100620-3.html 

（
１
６
）「
在
ド
イ
ツ
日
本
国
大
使
館 

【
情
報
追
加
】
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国

境
管
理
（
第
三
国
か
ら
の
入
国
制
限
の
段
階
的
な
解
除
） 

令
和
２
年
７
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月
３
日
」 

https://www.de.embjapan.go.jp/itpr_ja/konsular_corona

virus010720-3.html 
（
１
７
）
註
（
１
６
）
に
同
じ 

（
１
８
）
註
（
４
）
に
同
じ 

（
１
９
）「
東
日
本
大
震
災
記
録―

国
土
交
通
省
の
災
害
対
応―

」
国
土
交
通

省
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
一
一
九
頁 

https://www.mlit.go.jp/common/000208803.pdf 

（
２
０
）
註
（
１
０
）
に
同
じ 

（
２
１
）
横
田
（
註
（
１
２
））
に
よ
れ
ば
、「
マ
ス
ク
着
用
は
、［
二
〇
年
：

稿
者
註
］
３
月
中
旬
ま
で
の
ド
イ
ツ
国
内
に
お
い
て
は
医
療
関
係
以
外
の

場
面
で
は
ま
っ
た
く
一
般
的
で
は
な
」
か
っ
た
が
、
同
年
四
月
一
五
日
の

連
邦
政
府
と
各
州
政
府
の
合
意
事
項
に
基
づ
き
、
四
月
二
二
日
に
は
「
全

州
に
お
い
て
、
公
共
交
通
機
関
と
買
物
の
際
に
お
け
る
着
用
が
義
務
化
さ

れ
た
」（
二
一
、
二
二
頁
）。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
マ
ス
ク
の
着
用
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
強
く
条
件
づ
け
ら
れ
る
。 

（
２
２
）
註
（
４
）
に
同
じ 

（
２
３
）
こ
こ
で
の
問
題
は
、
死
者
自
体
と
の
応
接
で
は
な
い
。
冥
王
星
の
模

型
の
描
写
で
も
、
模
型
は
死
者
で
は
な
く
「
死
」
／
「
死
の
印
象
や
記
憶
」

に
関
係
し
、
そ
の
印
象
・
記
憶
が
、
惑
星
／
「
か
つ
て
の
」
惑
星
と
い
う

範
疇
の
境
で
動
揺
す
る
。 

（
２
４
）
荒
谷
博
、
関
谷
敦
、
平
舘
俊
太
郎
、
藤
井
義
晴
「
高
等
菌
類
子
実
体

の
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
」『
雑
草
研
究
』
四
九
（Supplement

）、
日
本
雑
草
学

会
、
二
〇
〇
四
・
四
、
一
七
六
、
一
七
七
頁 

（
２
５
）
旧
市
街
の
「
市
壁
跡
」
の
森
に
お
い
て
香
る
菌
類
／
爆
発
物
と
し
て

の
ト
リ
ュ
フ
の
地
位
は
、
分
泌
す
る
物
質
に
ウ
イ
ル
ス
を
潜
在
さ
せ
る
他

者
、
そ
し
て
そ
の
ア
レ
ゴ
リ
と
し
て
の
野
宮
に
接
続
し
、
そ
の
危
険
性
を

示
す
。 

（
２
６
）
磯
部
勝
孝
「
植
物
の
リ
ン
吸
収
と
生
育
を
促
進
す
る
共
生
微
生
物; 

菌
根
菌
」『
モ
ダ
ン
メ
デ
ィ
ア
』
六
七
（
九
）、
栄
研
化
学
、
二
〇
二
一
・

九
、
二-

八
頁 

（
２
７
）
こ
の
固
有
性
は
、
同
じ
く
死
者
と
生
者
と
の
紐
帯
を
思
考
す
る
、
い

と
う
せ
い
こ
う
『
想
像
ラ
ジ
オ
』（
初
出
『
文
藝
』
五
二
（
一
）、
河
出
書

房
新
社
、
二
〇
一
三
、
一
七-

九
四
頁
）
と
の
比
較
に
お
い
て
顕
著
と
な

る
。
震
災
を
軸
と
し
つ
つ
も
、
広
く
死
者
の
「
悔
し
さ
や
恐
ろ
し
さ
や
心

残
り
や
ら
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
」（
四
六
頁
）
想
像
し
続
け
る
こ
と
の
倫

理
を
提
示
す
る
『
想
像
ラ
ジ
オ
』
に
対
し
、
本
作
で
は
、
想
像
を
不
可
能

に
す
る
断
絶
自
体
に
関
す
る
思
考
を
、
死
者
と
の
固
有
な
接
続
へ
と
逆
説

的
に
導
く
理
路
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

（
２
８
）「
惑
星
巡
り
」
に
お
い
て
は
、
テ
ク
ス
ト
終
盤
に
ヘ
ク
ト
ー
が
掘
り

出
す
帆
立
貝
が
「
聖
ヤ
コ
ブ
の
遺
骸
」
を
目
指
す
巡
礼
の
「
通
行
手
形
」

と
し
て
表
象
さ
れ
つ
つ
、「
巡
礼
者
」
た
る
「
私
」
た
ち
が
掘
り
出
さ
れ

た
帆
立
貝
を
持
た
な
い
こ
と
で
、「
惑
星
巡
り
」
が
聖
ヤ
コ
ブ
を
め
ぐ
る

巡
礼
か
ら
切
離
さ
れ
、
野
宮
の
聖
ヤ
コ
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
へ
の
回
収
が
回
避

さ
れ
る
。 

 ＊
本
文
引
用
は
初
出
『
群
像
』
七
六
（
六
）
講
談
社
、
二
〇
二
一
・

六
、
六-

七
五
頁 

の
収
録
本
文
に
よ
る
。
引
用
部
分
の
ル
ビ
も
こ

れ
に
よ
る
。 

＊
本
論
文
は
「
書
評
キ
ャ
ン
パ
ス
【
貝
に
続
く
場
所
に
て
／
石
沢
麻
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依
】」『
週
刊
読
書
人
』（
三
四
八
八
）
株
式
会
社
読
書
人
、
二
〇
二

三
・
五
、
五
面 

を
元
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
（
全

Web

サ
イ
ト
資
料
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
三
・
一
二
・
七
） 

 

（
う
ぐ
さ
か
ず
や
／
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
） 
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